
DF 関西における理科実験対応報告 
 
１２月１２日、DF 関西の年次総会にて対話をしてきた結果をまとめました。 
 
１， 理科実験に関心のある人が入会する可能性あり、DF関西としても理科実験対応を

考えたい→岡本さん他数人 
２， （近藤提案）持続性を持たせるために、関西にリーダー的人材がいて、そのほかの

人たちがアシストして人数を（７ないし８名）確保しないと理科実験はできない 
そこで、リーダー人材の育成にあたっては、東京へたとえば１泊２日で来てもらい、小
学校実地の参加と RGメンバーによる研修も行うその費用を負担しても良い 
他の人はアシスト役（小先生）をやれるようにしてほしい 
→前向き提案に賛同を得た 

３， 以前戸田さんから瀬谷さんに、RG メンバーでの関西出張出前教室開催の話があっ
たので、今後学校を開拓していきたい 次につながる計画なら RG としても投資とし
て経費をかける覚悟はあると思うとフォローしておきました 
（出張費・宿泊費・材料費・会場費など思い切って） 

４， 関西としてはもっとしっかり理科実験を理解しておきたいので以下の要望あり 
若い会員の木下さんなど 
① HP での実験メニューをわかりやすく理解したい やり方の動画が見たい 
② RG メンバーの出張をお願いし、関西で実演をいくつかやってもらい習得したい 


